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点、直線、平面、空間 · · · これらを「一般平面」として統一的に扱い、その性質について調べた。最後に Rn に含ま

れる任意の集合を包む最小の平面として、Affine包の概念を扱った。

1 一般平面

定義 1.1 (Rnの直線).

Rn の点 a, b(a ̸= b)を通る直線は、

G(a, b) := {x ∈ Rn | x = (1 − t)a + tb, t ∈ R}

で定義される。

定義 1.2 (Rnの一般平面).

Rnの部分集合M が一般平面であるとは、M ̸= ∅かつ a, b ∈ M ⇒ G(a, b) ⊂ M

例 1.1 (一般平面の例).

i. {a}, a ∈ Rn

ii. G(a, b), a, b ∈ Rn

iii. Rn

2 超平面

定義 2.1 (Rnの超平面).

点 aをとおり法線ベクトルが v(̸= 0)の超平面とは、

Hv := {x ∈ Rn | ⟨x − a, v⟩ = 0 }

という形の集合をいう。
⟨x − a, v⟩ = 0

を超平面の方程式という。
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定理 2.1. Hvは一般平面である。

練習問題 2.1. a, b をRnの定点 (a ̸= b)とする。このとき、

M := {x ∈ Rn | ||x − a|| = ||y − b|| }

で表される図形M は超平面であることを示せ。

　

定理 2.2. F1, F2, . . . , FrをRnの一般平面とするとき、次の 2つが成り立つ。

1 ∩r
j=1Fj ̸= ∅なら、 ∩r

j=1FjはRnの一般平面である。

2 F1 + F2 + . . . + Fr = Σr
j=1Fj = {x1 + x2 + · · · + xr | xj ∈ Fj, (1 ≤ j ≤ r)}.

特に、F を一般平面、aを定ベクトルとした場合、

a + F = {a + x | x ∈ F}

も一般平面であり、Fのベクトル aによる平行移動という。

3 集合のAffine包

定理 3.1. Aを Rnに含まれる任意の集合とするとき、Aを包む包含関係における最小の
平面、Aff (A)が存在する。

練習問題 3.1. A = {a1, . . . , ar}のとき、

Aff (A) = {Σr
j=1tjaj | Σr

j=1tj = 1}

となることを示せ。

補題 3.1. A = {a1, . . . , ar}とする。MがAを含む一般平面ならば、Σr
j=1tj = 1を満たす、

任意の t1, . . . , tr に対して、Σr
j=1tjaj ∈ M が成り立つ。

記録　 N.S.
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